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■浅瀬石川ダム

青森県の岩木川水系浅瀬石川の上流部黒石市に位置し、昭和６３年竣工、平成元年より管理運用。

ダム湖名は「虹の湖」

■津軽ダム

青森県の岩木川水系岩木川の上流部西目屋村に位置し、平成２８年竣工、平成２９年より管理運用。

ダム湖名は「津軽白神湖」

位置図
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岩木川ダム統合管理事務所



ダムの統合管理

統合管理とは、河川上流ダム群の各ダムの特性を活かし、治水・利水の効果を最大限に発揮させる
ため、ダム群を一元的に管理・運用することをいいます。

岩木川ダム統合管理事務所は、岩木川上流に位置する浅瀬石川ダム（黒石市）と津軽ダム（西目屋
村）の２つのダムを管理しております。

統合管理とは

◆空き容量を活用し、一方のダムは放流量を少
なくする

津軽ダム

浅瀬石川ダム

十三湖

治水容量

治水容量

どちらも本来の放流量の場合

一方のダムが少なく放流

余裕

～洪水発生時～

◆貯水量のあるダムが緊急的に補給

～渇水発生時～
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洪水・渇水発生時のダム連携操作

情報

流域内の雨量、河川、
気象、ダムに関する情報

を収集・監視

データの収集・監視

岩木川流域で洪水または渇水が発生した場合、津軽ダムと浅瀬石川ダムが連携して操作を行

うことにより、更に下流河川の安全性の向上を図ることができます

統合管理では、次のような内容の作業を日々繰り返し行っております。

統合管理の内容

運用計画

最適な運用方法を決め、
各ダムに必要な指示を

行います

ダムの運用計画作成

予測

流域内の現象を適切に
とらえ、河川流量を
予測します。

河川流量の予測計算

ダム操作

洪水調節や下流への用水
補給を行います。

防水・用水補給の操作

岩木川ダム統合管理事務所
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ダムの概要

ダムの目的

ダムの諸元

洪水時最高水位

洪水貯留準備水位

平常時最高貯水位
洪水調節容量

浅瀬石川ダムのあゆみ

・昭和42年 4月 予備計画調査着手

・昭和46年 6月 実施計画調査着手

・昭和48年 4月 建設事業着手

・昭和49年 10月 基本計画告示

・昭和50年 12月 補償基準妥結・協定調印（補償対象201戸）

・昭和54年 9月 ダム本体建設工事着手

・昭和61年 8月 ダム本体コンクリート打設完了

・昭和62年 11月 試験湛水開始

・昭和63年 10月 竣工

・平成元年 4月 管理運用へ移行

・平成29年 4月 「岩木川ダム統合管理事務所 浅瀬石川ダム管理支所」に名称変更

・平成30年 10月 管理30周年

ダム・貯水池諸元

河 川 名 一級河川岩木川水系浅瀬石川

貯

水

池

流 域 面 積 ２２５．５ｋｍ２

湛 水 面 積 ２．２ｋｍ２

総 貯 水 容 量 ５３，１００，０００ｍ３

ダ

ム

型 式 重力式コンクリートダム

堤 頂 標 高 EL２０１．０ｍ

ダ ム 高 ９１．０ｍ

堤 頂 長 ３３０．０ｍ

堤 頂 幅 ８．０ｍ

堤 体 積 約７００，０００ｍ３

取 水 設 備
共同取水設備 ５段シリンダーゲート
農業用取水設備 ４段シリンダーゲート
上水道取水設備 ４段シリンダーゲート

放 流 設 備
クレストゲート ：幅７．０ｍ×高１０．８ｍ ４門
オリフィスゲート：幅４．０ｍ×高 ５．３ｍ １門
コンジットゲート：幅２．８ｍ×高 ３．６ｍ ２門

総 事 業 費 約９０５億円

浅瀬石川ダムは、４つの目的を持つ「多目的ダム」です。
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浅瀬石川ダム

ダム地点計画高水流量2,000m3/秒
→500m3/秒に調節
1秒間に大型バス約20台分の水量を、
約５台分に減らして流します。

既得用水(かんがい)の最大23.2m3/秒
の安定補給を行う他、河川環境の保全
として、朝日橋地点で2.2m3/秒を確保
します

黒石市、弘前市、五所川原市、平
川市、青森市、藤崎町、板柳町、
鶴田町、田舎館村の９市町村に、
最大132,８00m3/日の水道を供
給しています。

最大24.0m3/秒の取水により、最大出
力17,100kWの発電を行っています。
約２４，８００世帯を賄う電力量
黒石市、平川市、田舎館村の全世帯
24,283世帯※を賄う電力量
※：平成２７年国勢調査結果速報(青森
県企画政策部統計分析課)資料出典

１
洪水被害を
軽減します

３
水道用水を
供給します

４
発電を
行います

２
流水の正常な機能
を維持します



洪水調節計画

◇浅瀬石川ダムは、オリフィスゲート１門、コンジットゲート２門、クレストゲート４門、計７門のゲートにより
放流操作を行います。

貯水位運用状況

ダムの運用
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浅瀬石川ダム

洪水調節図

クレストゲート
敷高 EL.189.5m

オリフィスゲート
敷高 EL.177.0m

コンジットゲート
敷高 EL.147.2m

洪水時最高水位 EL.198.0m

平常時最高貯水位 EL.196.0m

洪水貯溜準備水位 EL.184.5m

最低水位 EL.164.0m

放流設備図
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事業概要
浅瀬石川ダム

【主な工事】

○平成24年9月に発生した水道水のかび臭問題について、翌25年から暫定的な湖水循環装置
により運用を行い、異臭味の発生原因である藍藻類の抑制を行っています。
平成30年度から恒久対策施設の工事に着手し、令和２年度から本格運用しています。

○ダム湖に流れ込む流木塵芥の回収を行いダム施設機能を維持します。
回収した流木については、地域住民の皆様へ無償提供を実施しており、同時に土砂混じりの
塵芥については、黒石市沖浦埋立処分地の覆土としての有効活用を推進し、コスト縮減を図
ります。

【主な調査】

○水辺の国勢調査については、５年ごとのサイクルで、さまざまな調査を実施していますが、
令和５年度は、鳥類の調査を実施します。

○ダム管理の基本となる、流量観測や、定期採水及び水質分析を行うと共に、治水・利水上問
題となるダム湖内の堆砂量の進行について、調査及び観測などを継続的に実施します。

【ダム管理】

○ダムの適正な管理のため水文データ（雨量・水位）収集や、水質調査を実施するほか、ダム
堤体観測データ（漏水量・たわみ）を収集しダムに異常が無いか監視を続けます。
また、全国に先駆け平成28年度から実施しているドローンを活用した巡視についても、
引き続き実施します。

○浅瀬石川ダムに関わる通信設備及び放流設備等の点検を行います。

ドローンを活用した巡視水密ゴム取替状況



水質保全対策
◆浅瀬石川ダムでは、平成２４年９月に異臭味（かび臭）が発生したことを踏まえ、水質保全対策として令和２年度から

湖水循環装置を３基稼働しています。

【湖水循環装置稼働後の状況】

流域対策 恒久対策

・委員会の提言を受け、既存の組織を「浅瀬石川ダム流
域水質保全対策連絡会」に名称変更し、拡大再編した組
織に移行し流域対策を推進。

・Ｈ２６年１０月２日に設立。

・湖水循環（曝気）装置設置のモニタリング調査を実
施するとともに、湖水循環装置運用（Ｒ２：6月～9月
稼働）による効果検証を行い、湖水循環装置の効果に
ついて確認されました。
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浅瀬石川ダム

湖水循環（曝気）装置の効果

◎湖水循環 (曝気 )
　装置はかび臭対策
　における他ダム実
　績も多く水温低下
　効果が確認されて
　います。

◎湖水循環 (曝気 )
　装置で湖水が循環
　混合した場合、表
　層水温は 23℃か
　ら 18℃まで低下
　すると試算されて
　います。

散気管

連行

連行

拡散拡散

浮上

気泡

水
温
鉛
直
分
布

湖
水
循
環
施
設
な
し

湖
水
循
環
施
設
あ
り

水温

水
深

かび臭原因藻類は、表層の水温が15℃以上で出現し、20℃以上で活
発に増殖する。

表層の水温勾配が0.5℃/m以上では、表層と下層の循環が抑制されか
び臭原因藻類が表層の有光層に留まり活発に増殖する。

表層水温20℃以上

水温勾配0.5℃/m以上

かび臭発生のメカニズム

【湖水循環装置】

建屋

送気管

係留アンカー
湖水循環装置（３基）

（令和2年11月10日 浅瀬石川ダム水質保全対策検討委員会）

＜モニタリング調査＞ ＜水質保全対策検討＞

定期
モニタリング調査

調 査 結 果
整 理

現地調査

データ収集・整理

水質分析

湖水循環装置の効果検証

■モニタリング調査結果による
効果検証

■水温予測モデルによる効果検証

委員会で効果を確認

○第3回検討委員会(H25.2.25) ○第4回検討委員会(H25.12.5)

◇
流
域
汚
濁
負
荷
低
減
対
策
の
推
進

◇
貯
水
池
対
策
の
推
進

提言

展開

浅瀬石川ダム流域水質保全対策連絡会

〈事務局〉
・津軽広域水道企業団
・青森県河川砂防課
・浅瀬石川ダム管理支所

情報共有
連携

〈構成機関〉

（国、県、市町村、水道企
業団、土地改良区、漁協
等）

情報提供
普及支援
活動支援

関係自治体・住民・事業者等
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管理状況

貯水地巡視貯水地巡視

堤体監査廊内の巡視堤体監査廊内の巡視

雨量観測機器の点検雨量観測機器の点検

地震計の点検地震計の点検

ゲート操作室ゲート操作室

ダムゲート放流状況ダムゲート放流状況

貯水地内法面補修工事貯水地内法面補修工事ダム湖塵芥状況ダム湖塵芥状況 ゲート塗装ゲート塗装

法面補修工事施工状況法面補修工事施工状況塵芥収集状況塵芥収集状況

ダム堤体内見学状況ダム堤体内見学状況打合せ状況打合せ状況連絡会運営状況連絡会運営状況

放流バルブ修繕放流バルブ修繕

洪水調節 点 検 巡 視

塵芥処理 機器修繕 貯水池法面工事

ダム放流通報連絡会 貯水池運用計画打合せ 広報（現地案内）

浅瀬石川ダム



堆砂状況
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計画堆砂年 経過年数
計画堆砂容量

（千m3)

Ｒ４年時点

累積堆砂量（千m3)
堆砂率

100 3４ 10,000 2,６３１ 2６%

◆浅瀬石川ダム貯水池の堆砂は管理開始から3４年が経過し、Ｒ４年度末で約2６％と概ね計画どお
りで推移。

◆今後、大規模洪水等によって急激に堆砂が進行することも十分考えられるため、毎年堆砂測量を実
施し監視。

洪水時最高水位 EL=１９８．０m

浅
瀬
石
川
ダ
ム

計画堆砂容量 １０，０００千m3

有効貯水容量 ４３，１００千m3

Ｒ４年時点 累積堆砂量＝２，６３１千ｍ3

最低水位 EL=１６４．０m

浅
瀬
石
川
ダ
ム

※平成22年度からシングルビーム式の音響測深機による深浅測量から、ナローマルチビーム方式に変更
これにより、低位標高部(最低水位以下)において、堆砂量が大きく減る結果となったものである。

浅瀬石川ダム



建設事業の効果
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「浅瀬石川ダム」により治水安全度が向上し、“まちづくり”に寄与

・昭和５０年８月、浅瀬石川の未曾有の洪水により、黒石市内１，２１３戸に甚大な被害。

・昭和６３年３月、「浅瀬石川ダム完成」や、「浅瀬石川災害復旧助成事業」などにより、治水安
全度が飛躍的に向上。

・浅瀬石川沿いには、大型店舗や住宅団地が形成され、まちづくりが大きく展開。

【昭和５０年の状況】
至：青森市

千歳橋

浅瀬石橋

ちとせ団地

黒石市役所

【平成１９年の状況】 至：青森市

ちとせ団地

新千歳橋

浅瀬石橋

千歳橋

←浅瀬石川

至：青森市

至：十和田湖

大型店舗

市営住宅

店舗・宅地化

千歳橋 新千歳橋

浅瀬石橋

黒石市役所

治水の碑

【現在（平成２６年）の状況】

治水の碑

浅瀬石川ダム
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洪水への効果
◆浅瀬石川ダムによる洪水被害の軽減の効果

・管理開始から令和４年６月までの34年間に19回の洪水調整を実施

・洪水調整により、ダムが無かった場合より大幅に水位を低減できる。

◆ダムの効果のまとめ

●浅瀬石川ダムに貯め込んだ水の量は、つがる克雪ドーム（五所川原ドーム）約２６杯分

●ダムの洪水調節により朝日橋水位観測所（田舎館村大字川部）の水位を約３．４３m低減
出来たと推測

浅瀬石川ダム

令和４年８月３日出水における浅瀬石川ダムの効果

▲ 放流中の浅瀬石川ダム（令和４年８月４日）

浅瀬石川ダム流入量・放流量・雨量データ

つがる克雪ドーム（提供：五所川原市）

浅瀬石川ダムに貯め込んだ量 浅瀬石川ダム防災操作効果（朝日橋）
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渇水への効果

◆浅瀬石川ダムからの利水補給の効果

●津軽地域８市町村※７，１５３haの水田（8,339人の従事者）で使用。（浅瀬石川土地改良区より）

水稲 約44,800tの収量（青森県全体の１５％に相当：浅瀬石川土地改良区提供）

●朝日橋水位観測所（下流基準地点）での維持流量２．２m3/sを確保。

平成２７年渇水における浅瀬石川ダムの効果

◆ダムの効果のまとめ

●補給量

平成27年6月8日 渇水対策支部（青森河川国道事務所）設置以降の浅瀬石川ダムからの補給日数
及び補給量(８月２０日現在)

・７２日間の内５９日の補給 約８２％ ・５９日間の合計補給量 ２５４１万m3

・一日平均 約３５万m3の補給

◆平成27年度は過去の代表的な渇水年よりも少ない降雨
主要な渇水年の平均降雨量の約７０％の降雨量

◆利水者との綿密な連絡調整・協力体制による貯水位運用

主要5渇水の平均降雨量 121.7mm/月
平成27年の平均降雨量 89.2mm/月◆浅瀬石川ダムの対応

●効率的・効果的貯水位運用により、下流への補給と高い貯水位を両立

☞貯水位低下と高温による水温上昇の影響によるプランクトン増殖（かび臭発生）の回避

●維持流量を確保し、岩木川本川へも補給

☞利水者（発電・かんがい）と綿密な調整

◆ダムの効果についてリアルタイムに情報発信。

下流河川の状況

8月20日9時現在 貯水位179.13m

浅瀬石川ダム
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ダム効果のリアルタイム公表
◆ダム下流基準地点における、『ダムの効果をリアルタイム』で公表。

◆ホームページに従来からのダムの状況とともに掲載。

洪水時は「流入量の低減効果」、渇水時は「補給効果」がひと目で分かる。

◆ ホームページ、ツイッターを活用し、防災・イベント情報の他、ダム管理の状況、ダムの役割

などについて発信。

→ 随時更新されるページはアクセスが多く、問い合わせについても対応。

ダム管理の見える化への取り組み

～下流へ補給している場合～

流入量より、放流量が多い場合、『ダム放流
による水位増加分』として表示。
朝日橋水位観測所で７ｃｍの補給効果がある
ことが分かる。

～ダムへ貯留している場合～

流入量より、放流量が少ない場合、『ダム貯
留による水位低下分』として表示。
朝日橋水位観測所で３７ｃｍの水位低下効果
があることが分かる。

浅瀬石川ダム

【事務所ホームページ】 【事務所Ｘ（旧ツイッター）】
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災害時における周辺施設の利用に関する協定（黒石市）

河川環境改善に向けたフラッシュ放流

R39
4

R10
2

R10
2

R45
4

【凡 例】
拠点施設
宅地集落

浅瀬石川ダム

平成２１年７月２５日 津軽新報

◇浅瀬石川ダム上流域の山間部には宅地・集落が点在、災害時には孤立の恐れ。
◇ダム周辺施設（ダム資料館、虹の湖公園）を防災拠点と位置づけ、住民や観光客の避難場所や災害対策車両の

集結・待機場所等に活用する協定を黒石市と締結（H21.7.23）
※ 岩手・宮城内陸地震の際、胆沢ダム学習館が有効活用されたことを踏まえた協定締結。

青荷温泉

【虹の湖公園】
災害対策車等待機場所

臨時ヘリポート
資機材・物資保管場所

【浅瀬石川ダム資料館】
地域防災センター
災害時対策本部
住民避難施設

◇日 時 ： 平成２５年６月２８日
◇放 流 量 ： 発電放流の最大（２２．５ｍ３／ｓ）流量で２時間放流を実施

（この時期の通常の放流量は１５ｍ３／ｓ程度）
◇効果調査 ： 放流により、河川内のよどみや枯れた藻類、堆積した砂や泥等などを洗い流す

フラッシュ放流の効果について前回調査と比較。

浅瀬石川ダム～朝日橋
（南津軽郡田舎館村大字川部字下川原地先）

浅瀬石川ダム

～河川環境改善区間～

上川原橋
赤岩橋

・下流河川への放流量が少ない。
・６月中旬以降にダムゲートから

の放流を実施していない。
・フラッシュ放流が可能な水量

がダムに確保されている。

上記の条件等が全て満足する
場合にフラッシュ放流を実施。

平成２４年６月２９日
フラッシュ放流状況

上川原橋上流右岸
ﾌﾗｯｼｭ放流後

浅瀬石川ダム

ダム資料館

臨時へリポート

上川原橋上流右岸
ﾌﾗｯｼｭ放流前
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『沖浦ダム健康診断』
浅瀬石川ダム完成に伴い水没した沖浦ダム(昭和２０年完成)において、戦前から戦中における日本の大規模構造物の
建設技術を再確認するために、コンクリート打設から８０年を経過した平成２８年に「沖浦ダムの健康診断」と称し
て、コア採取、各種調査を実施しました。

管理中の沖浦ダム(昭和39年撮影)

現在の沖浦ダム(H26.9撮影)

内部は粗石コンクリート、外部は１：３：６として側壁、基礎根入等重要な部分は
１：２：４コンクリートを用いた。
沖浦ダム(我が国最初の多目的ダム)－沖浦ダム関連資料集－から抜粋

施工状況 (右下：粗石)

地域との連携
ダム湖ふれあいデー ダムライトアップ

◆平成２７年７月から実施

ダム周辺で行われるイベントと合わせて活性化を図る。

浅瀬石川ダム

［R５年 冬のライトアップ]

◆森と湖に親しむ旬間（7月）の一環として開催

◆ダム、河川等への関心を高め、理解を深めることを目的

令和４年度は、7月31日(日)に3年ぶりとなる「ダム湖ふれ
あいデー」を開催。新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
のため、会場を虹の湖公園ふれあいの広場に限定して実施し
ました。

ダム効果模型実験

ステージショー告知チラシ

◆昭和11年(1936年)11月から本体コンクリート打設を開始した日本初の多目的ダム。
昭和８年(1933年)12月着手、昭和20年(1945年)3月31日完成。

◆完成から71年(H28.3時点)経過し、当時の土木技術を知る上で貴重な遺産。物資の供給の厳しい時代に技術力を
発揮し、内部・外部コンクリート打設

◆平成28年(2016年)３月15日から東北技術事務所と連携し調査開始。
貯水位低下を確認（平成28年9月頃）し、コアリング、各種試験後、
試料については、浅瀬石川ダム資料館等へ展示。

■沖浦ダム：青森県 ／ 目的：洪水調節・かんがい・発電 ／ 型式：直線越流型コンクリート重力式ダム
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ダムの概要

津軽ダムの目的

五所川原市に新たに
10,000ｍ3 ／日を供給

既得用水の安定補給を行う他、河川環境
の保全として、上岩木橋地点で５m3/秒、
五所川原地点で19m3/秒を確保します。

最大出力8,500kWの発電
約１２，３００世帯を賄う電力量
弘前市・西目屋村の約12%に相当

岩木川左岸地区の約9,600haの農地に対し、
かんがい用水を補給
これにより約4万6千tの水稲生産が可能。
約80万人の年間消費量を賄うことが可能。
(青森市を含む津軽地方全域の人口に相当)

弘前市に対し、新たに
14,000ｍ3 ／日を供給
約4万7千人が1日に使用可能な量

ダム地点計画高水流量
3,100m3/秒 →160m3/秒に調節
1秒間に大型バス約30台分の水量を
約1.5台分に減らして流します。

３５

１
洪水被害を
軽減します

４
水道用水を
供給します

６
発電を
行います

工業用水を
供給します

かんがい用水
を補給します

２
流水の正常な機能
を維持します

津軽ダムは、６つの目的を持つ「多目的ダム」です。
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■ 本体コンクリート打設完了式 (H26.8.28)

昭和６３年 ４月 実施計画調査開始（津軽ダム調査事務所）

平成 ３年 ４月 建設着手（津軽ダム工事事務所）

平成 ５年 １１月 津軽ダム基本計画告示

平成 8年 １２月 下流工事用道路着手

平成１２年 ８月 「津軽ダムの建設に伴う一般補償に関する協定」締結（補償対象179戸）

平成１７年 ７月 津軽ダム基本計画第１回変更

平成１９年 ８月 津軽ダム基本計画第２回変更

平成２０年 １１月 津軽ダム本体工事着工式

平成２２年 ５月 津軽ダム本体コンクリート打設開始式

平成２２年 １０月 津軽ダムの日（感謝と定礎の式典）

平成２４年 ４月 新ダム湖を「津軽白神湖」と命名

平成２４年 １０月 木戸ヶ沢貯水池保全施設定礎式

平成２６年 ５月 木戸ヶ沢貯水池保全施設堤体コンクリート打設完了式

平成２６年 ８月 津軽ダム本体コンクリート打設完了式

平成２６年 １０月 付替県道全線開通

平成２８年 ２月 湛水式（試験湛水開始）

平成２８年 ９月 試験湛水終了

平成２８年 １０月 竣工式

平成２９年 ４月 管理運用へ移行

■ 一般補償に関する協定 締結調印式 (H12.8.8)

地域・流域の皆様のご支援、ご協力をいただき、津軽ダムが完成しました。

■ 竣工式 (H28.10.16)

津軽ダムのあゆみ

津軽ダム



ダムの諸元

津軽ダム・貯水池の諸元

目屋ダム堤高

津軽ダム堤高

津軽ダム総貯水容量 140,900千m3

目屋ダム頂 EL 187.5m

目屋ダム総貯水容量 39,000千m3

60m

貯水池容量 ３．６倍
津軽ダム頂 EL226.7m

39.2m

58.0m
97.2m

津軽ダム

目屋ダム

有効貯水容量 33,000千m3

洪水調節，かんがい，発電

ダム・貯水池諸元

河 川 名 一級河川岩木川水系岩木川

貯

水

池

流 域 面 積 １７２．０ｋｍ２

湛 水 面 積 ５．１ｋｍ２

総 貯 水 容 量 １４０，９００，０００ｍ３

ダ

ム

型 式 重力式コンクリートダム

堤 頂 標 高 EL２２６．７ｍ

ダ ム 高 ９７．２ｍ

堤 頂 長 ３４２．０ｍ

堤 頂 幅 ９．０ｍ

堤 体 積 ７５９，０００ｍ３

取 水 設 備 選択取水（多重式ゲート）

放 流 設 備

常用洪水吐き
幅４．３ｍ×高さ４．４ｍ×２門

コンジットゲート
幅３．９ｍ×高さ３．６ｍ（吐口）

総 事 業 費 約１６２０億円

EL 226.7m
▽洪水時最高水位 EL 216.3m

▽平常時最高貯水位 EL 204.9m

▽最低水位 EL 170.0m

基礎岩盤 EL 129.5m

洪水調節容量 50,000,000m3

利水容量 77,200,000ｍ3

流水の正常な機能の維持
かんがい
水道
工業用水道
発電

堆砂容量 13,700,000m3

有効貯水容量
127,200,000m3

総貯水容量
140,900,000m3

59,200,000m3

16,700,000m3

750,000m3

550,000m3

（ 77,200,000m3 ）

■ 貯水池容量配分図

■ 津軽ダム上流面図

EL 170.5m

ダム高１．７倍

目屋ダムは昭和３５年に完成し、約５５年にわたり岩木川沿川を洪水から守り、下流域のかんがい用水の補給や

発電の役割を担い、津軽地方の発展に大きく寄与してきましたが、ダム完成後も洪水被害は発生、また、水需要増

加が見込まれたことから、目屋ダムの６０m下流に津軽ダムを建設、平成２８年竣工、平成２９年度管理移行しま

した。

目屋ダムは津軽ダム完成に伴い、平成２７年９月をもって役割を終えました。現在は津軽ダムの水位が低下する

と姿を見せてくれます。

■ 放流状況(試験湛水時の非常用洪水吐からの越流)

目屋ダムから津軽ダムへ

■目屋ダムと津軽ダムの比較 ■水位低下により目屋ダム出現 (H29.8.21)
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津軽ダム及び貯水池「津軽白神湖」の諸元は、以下のとおりです。

津軽ダム
97.2m



ダムの運用
洪水調節計画

貯水位運用状況

19

津軽ダムの洪水調節は、自然調節方式※1を採用しています。

津軽ダムは、平成２９年４月から、本格的な運用を行っております。

津軽ダム

洪水調節図

放流設備図

※1 自然調節方式
洪水の発生などにより貯水池の水位が上昇した際、ダムに設けられた常用洪水吐（開口した穴）から水が流れ出る方式で、この流れ出る水の量
＝放流量は開口した穴の大きさと水位（水圧）によって自然に変化（水位が高いほど放流量増）します。

常用洪水吐
B4.3m×H4.4m×２門



事業概要

２０

津軽ダム

【主な工事】

○ダム湖に流れ込む流木塵芥の回収を行いダム施設機能を維持します。

○貯水地周辺の除草を行います。

【主な調査】

○水辺の国勢調査として、令和５年度は鳥類の調査を実施します。

○ダム管理の基本となる、流量観測や、定期採水及び水質分析を実施します。

○貯水地周辺の地すべり箇所の継続監視・巡視を実施します。

【ダム管理】

○ダムの適正な管理のため水文データ（雨量・水位）収集や、水質調査を実施するほか、ダム堤体
観測データ（漏水量・たわみ）を収集しダムに異常が無いか監視を続けます。

○津軽ダムに関わる通信設備及び放流設備等の点検を行います。

流木処理状況 除草作業状況

定期採水状況 地すべり観測状況

雨量計点検状況 放流設備点検状況



2１

ダムの管理①

洪水時の対応

洪水が予想される時には、気象情報や各観測所からの雨量・水位等のデータ情報をもとに、今後のダム流入量

を予測し、洪水調節及び放流量の見通しを検討します。放流に当たっては、あらかじめ河川を利用している人や

下流沿川住民にスピーカーやサイレンによって注意を喚起し、警報車によるパトロールを行う一方、関係する機

関に通知します。

津軽ダム

平常時の対応

ダム下流河川の流水の正常な機能の維持、かんがい用水の補給、水道用水の供給等のために、河川流量を日々

監視し、ダムからの放流量を調整します。

■ 流況監視 ■ 下流河川監視 ■ 補給のための放流

■ 総合気象観測装置 ■ 居森平警報所 ■ 操作室

■ 放流通報連絡会 ■ 洪水予測・放流計画 ■ 放流



ダムの管理②
津軽ダム

2２

堤体管理

監査廊内には漏水量計やたわみ計、地震計など様々な計測計器が設置されており、ダム堤体に異常が生じてい

ないか常に計測と点検を行っています。

■ 揚圧力の計測（基礎排水孔） ■ 堤体のたわみの計測（プラムライン） ■ 地震計

水質調査

環境調査

津軽ダムでは、貯水池やダムに流入する河川及び

下流の河川の水質調査を実施しております。

調査は、貯水池及び下流河川に設置してある水質

自動観測装置４箇所、定期採水７箇所により行って

います。

ダムの完成後の環境への影響と環境保全措置の効

果を把握するため、水質や動植物調査、希少猛禽類

等のモニタリング調査を実施しております。

■ 水質自動観測装置（取水塔） ■ 採水状況

■ モニタリング状況（猛禽類） ■ 調査状況（水生生物）

周辺管理

ダム湖及び周辺法面等に、異常・変調がないか、ゴミ等の不法投棄の監視を行っています。

■ 湖面巡視 ■ 不法投棄の監視 ■ ドローンによる巡視
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▼洪水時最高水位 EL.216.3m

▼平常時最高水位 EL.204.9m

今回最高水位 EL.210.52m

放流量

35m3/s

最大流入量

1209m3/s

8月9日 8月10日

貯水位(EL.m) 流量(m3/s)

津軽ダムの効果
津軽ダム

洪水調節

２３

令和４年８月洪水 津軽ダムの効果

◆令和４年８月３日、前線や低気圧に伴う降雨（ダム流域平均雨量２１０㎜）により、最大流入量９６１m3/s
を記録
◆津軽ダムに貯め込んだ水の量は、つがる克雪ドーム（五所川原ドーム）約５６杯分
◆ダムの洪水調節により上岩木橋水位観測所（弘前市下湯口字青柳）の水位を約２.４6m低減出来たと推測

令和４年８月出水 津軽ダムの効果（完成後既往最大）洪水調節

◆令和４年８月９日、前線や低気圧に伴う降雨（ダム流域平均雨量５０２㎜）により、津軽ダム既往最大流入量
１２０９m3/sを記録
◆津軽ダムに貯め込んだ水の量は、つがる克雪ドーム（五所川原ドーム）約８9杯分
◆ダムの洪水調節により上岩木橋水位観測所（弘前市下湯口字青柳）の水位を最大約２.２８m低減出来たと推測

津軽ダムに貯め込んだ量

つがる克雪ドーム（提供：五所川原市）

津軽ダム流入量・放流量データ

津軽ダム洪水調節効果
（上岩木橋地点）

津軽ダム流入量・放流量データ津軽ダムに貯め込んだ量

つがる克雪ドーム（提供：五所川原市）

津軽ダム洪水調節効果
（上岩木橋地点）

43.53m

41.07m

凡 例
貯水位(EL.m)

流入量(m3/s)

放流量(m3/s)



・少雨により、農家さんから水不足の心配の声が多数聞こえてきたが
、津軽ダムにはかんがい期間終了までの水量は十分に確保されている
ため、心配しないでください」と安心感をあたえることができた。
・津軽ダムが無ければ今年の西津軽の農業は壊滅的な状況に陥ってい
た。本当に津軽ダムがあってよかったという農家さんの声が至るとこ
ろであった。

津軽ダムの効果
津軽ダム

渇水対策 津軽ダムが水不足に悩まされ続けた津軽平野を潤しました

2４

◆令和３年は津軽ダム流域において６月以降の降水量が少ない傾向にあり、6月～7月の2ヵ月間降水量
は昭和63年以降の平均値に対して約63％で、平成6年、平成7年、令和元年に次いで４番目に少ない
状況でした。

◆この少雨のなか、津軽ダムでは、かんがい期間中の取水障害等は発生しませんでした。

■津軽ダム貯水地の状況写真(ダム直上流)（R3.8.20 9時撮影）
■津軽ダム貯水池の状況写真

(津軽ダム白神湖パークより下流側を望む)
（R3.8.19ドローンにて撮影）

◆河川や利水者への水の補給は、７月上旬には目屋ダムで貯めることができた２７００万m3の容量を超過
しましたが、津軽ダムでは更に補給を継続できました。

◆渇水情報連絡会において関係機関による連携強化を図り、ダム貯水状況や河川状況、今後の降雨状況や
利水者の今後の見込み等の情報共有を図り対応を検討しました。

◆津軽ダムでは、関係機関と連携調整し日々小まめな管理を行い、限られた貯水を有効に活用し、渇水を
乗り切ることができました。

・7月20日 岩木川水系渇水対策支部(注意体制)設置
・7月27日 第１回渇水情報連絡会開催

→ 現状の共有及び今後の見込み
・8月 5日 第２回渇水情報連絡会開催

→ 第１回以降の状況及び今後の見込み
・8月20日 岩木川水系渇水対策支部(注意体制)解除

Ｒ３渇水情報連絡会の開催状況 地元の方々の声（西津軽土地改良区）



貯水池周辺施設

2５

木戸ヶ沢貯水池保全施設

木戸ヶ沢貯水池保全施設は、旧尾太鉱山の鉱滓かん止堤が津軽ダムの湛水によってその影響を受けないように貯

水池から縁切りするための施設で、平成27年3月に完成しました。

旧鉱山対策施設

津軽ダム貯水池内には旧鉱山施設（黒滝鉱さい処分場）があり、津軽ダムの湛水により水没することから、廃棄

物の処理及び清掃に関する法律に基づき、事業用地内に整備した旧鉱山対策施設への移設を行いました。その後、

最終処分場として5年間適正に維持管理された後、令和3年9月30日に廃止されました。（産業廃棄物最終処分場

の廃止の確認）

津軽ダム

■ 木戸ヶ沢堆積場（既設）と木戸ヶ沢貯水池保全施設

木戸ヶ沢
貯水池保全施設

かん止堤

目屋ダム

木戸ヶ沢鉱さい堆積場
（青森県管理）

津軽ダム

旧尾太鉱山
（湯ノ沢川約８km上流）

■ 旧鉱山対策施設

■ 鉱さい移設位置

黒滝鉱さい処分場

黒滝鉱さい処分場

津軽ダム

鉱さいを移設

旧鉱山対策施設

貯水池とかん止堤を分離する止水施設を設置

■ 平成2７年６月撮影（かん止堤側より）

木戸ヶ沢貯水池保全施設諸元

型 式 重力式コンクリートダム

堤 頂 標 高 EL226.7m

堤 高 4７.2m

堤 頂 長 98.0m

堤 体 積 3６,４00m3



水質保全への取り組み

環境放流設備

水質保全施設

■ 清水バイパス

■ コンジットゲート

清水バイパスの効果
せいすい

選択取水設備

主ゲート
巾3.9m×高さ3.6m

コンジットゲート

津軽ダム

洪水濁水
の流入

２6

津軽ダム完成後の貯水池の水温および土砂による水の濁りについて、下流河川への影響を軽減する
ための取り組みとして、以下の４つの環境保全措置を行っています。

①選択取水設備・・・放流水の適温水化 ②環境放流設備・・・洪水時の濁水対策

③水質保全施設・・・渇水時の濁水対策 ④清水バイパス・・・放流水の濁水対策

貯水池内は水深によって水温が異なることから、

下流の環境に適した水温層を選択して取水放流する

設備です。

ゲート形式は、６段の多重式ゲートを採用してお

ります。

渇水時（貯水位低下時）に貯水池内に堆積した濁

質が露出し、浸食崩壊による再懸濁の発生すること

から、常時水面で覆い再懸濁を防止するための施設

です。

貯水池上流に２基あります。

■ １号水質保全施設 ■ ２号水質保全施設

貯水池上流の清澄な流入水を直接選択取水設備へ

導き、ダムからの濁水を希釈する施設です。

令和元年８月２３日出水後の８月２６日から清水

バイパスを活用して放流水を希釈させた効果は下表

のとおりです。

ダム湖 （濁水）

２号
１号

清澄な流入水

清水バイパス
（L=5.9km Φ1800mm）

洪水時に高濁度躍層から濁水を早期排出すること

により、貯水池内の濁水長期化の軽減を図るための

設備です。

ゲート形式は、国内最大の引張りラジアルゲート

を採用しております。

■ 選択取水設備 ■ ゲート模式図

津軽ダム

１号

きれいな水

平常時最高貯水位

津
軽
ダ
ム

２号

取水する水深を
選択できる

選択取水設備

放流水津軽ダム

貯水池の水温

高い

低い

取水ゲート

多重式
６段扉

整流板

制水ゲート
一体型

月 日
2号水質保
全施設濁度

①ダム取水
塔地点濁度

②ダム直下
地点濁度

ダムからの
放流量

濁度差
②－①

8月26日 13.6 107.9 28.1 6.25 -79.8 

8月27日 11.3 86.9 29.0 7.23 -57.9 

8月28日 10.0 77.6 27.4 7.72 -50.2 

8月30日 21.8 77.9 26.3 4.36 -51.6 

8月31日 13.2 54.4 26.0 4.37 -28.4 

9月2日 12.5 58.8 12.9 4.39 -45.9 

9月3日 9.2 53.8 10.8 4.36 -43.0 

9月4日 9.0 45.9 9.4 3.95 -36.5 

１０時の観測結果

導水開始直後から効果が顕著に現れており
6日目以降はダム直下地点の濁度が25度
（水質基準）を下回っている。

津軽ダム

せいちょう

津軽ダム

稼働
月日



環境保全への取り組み

2７

■ 上空をはばたくクマタカ
（青森県RDB 2020年版 最重要希少野生生物）

コウモリボックス

工事期間中は、希少猛禽類の行動範囲や営巣～
巣立ちの時期などの生息状況に配慮して、適宜対
応を行ってきました。

令和元年度は、クマタカ８ペア中４ペアが繁殖
に成功するなど、豊かな自然環境が維持されてい
ると判断されます。

猛禽類への配慮
もうきんるい

■ コウモリがつかまるボックス天井の凸凹

■ 翼を広げたユビナガコウモリ（約30cm）

目屋ダム仮排水トンネルに生息していたユビナ
ガコウモリを、人工洞窟「コウモリボックス」に
移転したところ、令和元年度は１０００個体以上
の生息が確認されています。

魚類への配慮

貯水池内の横断工作物（１号、２号水質保全施
設）に魚道を設置し、魚類の生息環境を保全しま
す。

■ ２号水質保全施設の魚道

津軽ダム周辺の環境は、旧目屋ダム完成以降、ダム湖と自然が調和した自然環境が生み出され、多
くの野生生物が生息する豊かな生態系を形成しています。

津軽ダムは、こうした豊かな自然の恵みを未来に継承していく責務があると考え、動植物および生
態系の調査・予測を行い、環境保全措置に取り組みました。

津軽ダム

魚道

■ 群塊を形成するユビナガコウモリ

■ コウモリボックス概略図

（ニホンユビナガコウモリ：青森県RDB 2020年版 重要希少野生生物）



景観への取り組み①

白神の自然と人が出会う優しい新風景づくり
白神の自然と人（地元に住まう人 、観光に来る人、管理に携わる人）が接する新しい場所

■ 景観基本方針

自然 構造物
ひと
地域

津軽ダム
らしさ

自然環境の保全と復元
自然環境との調和

スケールに応じたデザイン
飽きのこないシンプルなデザイン

様々な体験ができる場づくり
地域に開かれた仕組みづくり

津軽の気候、風土を活かしたデザイン
サイト周辺の立地特性を活かす

周辺の豊かな自然景観との調和や世界自然遺産白神山地の玄関口にふさわしい景観創出を目指して、

様々な景観配慮とデザインを実施しています。

2８

津軽ダム

広場

駐車場

管理庁舎

駐車場

大型バス駐車場

遊歩道

津軽ダム

津軽白神湖

津軽ダムパーク

■寒沢展望台の状況

津軽白神湖

津軽ダム

木戸ヶ沢
貯水池保全施設

２号水質保全施設

津軽白神湖パーク

美山湖パーク

津軽ダムパーク
白神が故郷橋パーク

・ダム等学習
・修景、散策

・活動拠点
・イベント広場
・湖面利活用
・修景、散策

修景盛土
（圧迫感の低減）

周遊歩道
（広場の散策）

展望テラス
（ダム下流を一望）

寒沢展望台
（周辺景色を一望）

※全体イメージ図



2９

津軽ダム

湖面活用エリア
（カヌーなど）

修景・散策エリア
（桜並木の散策路）

拠点整備エリア
（艇庫、記念碑）

飾りピアの設置
（アクセント）

屋上を一般開放
（視点場を創出）

管理庁舎
（シンプルなデザイン）

コンジットゲート
（わさび色の色彩）

法面の緑化
（自然との調和）

記念広場
（記念碑の移設）

法面の緑化
（自然との調和）

ダム下流左岸広場

白神が故郷橋

美山湖パーク

景観への取り組み②

ダム下流右岸広場

左岸天端広場

右岸天端広場

通信局舎

津軽ダム

津軽白神湖

発電所

バルブ室

遊歩道

管理庁舎

取水塔

津軽白神湖パーク

駐車場

白神が故郷橋パーク

■階段護岸の整備状況

■艇庫全景

■上流景色

津軽白神湖

津軽白神湖

美山湖

艇庫

階段護岸巡視船
着水地点

２号水質保全施設
（落水表情）

視点場整備



水源地域活性化への取り組み①

水源地域の将来像 「世界遺産と水源の里」の誇りを未来へ発信する

四つの基本方針を掲げました。

湖底ウォーキング

カヌー体験

ダム見学ツアー

地域の活性化や交流人口の拡大のため、津軽ダム（津軽白神湖）や水源地域と周辺の豊かな自然環

境・景勝地等を活用したダムツーリズムを地域と一体となって進めていきます。

ダム完成後におけるダム周辺の豊かな自然環境、歴史、文化、観光資源、人材などを活用した、水源

地域の自立的・持続的な活性化の方策及び関係行政機関が行う支援方策などを定める「津軽ダム水源地

域ビジョン」をとりまとめました。

３０

自然の恵みを守る
水源地域の豊かな自然環境を守
るため、NPO法人等連携して環境
保全活動等に取り組みます。

津軽白神湖を活かす
津軽白神湖の広大な湖面を観光
や学習の場として活用します。

にぎわいを生み出す
地域がにぎわう場を創出するため
各団体等と連携して、魅力のある
イベントを行います。

文化を伝える
西目屋村の歴史や文化を次世代
へ継承するため、歴史・文化資源
の堀起こし、伝えていきます。

■ 水陸両用バス ■ 冬フェスティバル ■ 目屋豆腐■ 湿地ビオトープ

水陸両用バス

津軽ダム



津軽ダム

３１

津軽ダムのライトアップを、季節ごとに実施しております。

令和４年１０月８日(土)、９日(日)に行われた『白神山地ビジターセンター“夏のふれあいデー”(白神
山地ビジターセンター主催)』では、岩木川ダム統合管理事務所も協賛させていただき、『津軽ダムパネ
ル展』を行いました。また令和５年２月１８日(土)には、開所以来初となるスノーアート制作を津軽ダム
パークで実施しました。

春 夏

秋 冬

水源地域活性化への取り組み②
津軽ダムライトアップ

地域イベントと連携した津軽ダムの広報

「津軽ダムパーク」から「津軽ダムパーク」から

「白神が故郷橋パーク」から「白神が故郷橋パーク」から

津軽ダムパネル展（白神山地ビジターセンター） 津軽ダムパネル展（白神山地ビジターセンター）

完成したスノーアートスノーアート制作風景



津軽ダム

３２

「森と湖に親しむ旬間」イベントの開催

令和4年7月23日(土)、24日(日)に西目屋村で行われた『にしめやランド2022』の併催イベント
として、津軽ダムパークでは『ダム見学会』『ダム効果模型実験』『ライトアップ＆プロジェクショ
ンマッピング』などを実施しました。道の駅「津軽白神」に設置したダム見学受付ブースでは、約
100匹の津軽ダム産カブトムシの譲渡を実施し、多数の譲渡希望者で3時間ほどのうちに譲渡は終了
しました。イベントは2日間とも、大盛況で終了しました。

道の駅津軽白神 会場
約100匹の津軽ダム産かぶと虫も3時間で全部無くなりました。

水陸両用バス「津軽白神号」も運行

▲ダムサイト駐車場に大型遊具 ▲大型すべり台は大人気！！

▲親子でダム上流に雨を降らせます
（ダム無しとダム有りで下流の氾濫有無）

津軽ダムパーク会場

▲ダム見学は
コロナ対策をして
15名/回×4回で
行いました。

▲ダム天端を電車が通る

イベント初日はライトアップも行いました

▲告知チラシ



道の駅津軽白神発着の水陸両用バスツアーで、ダム湖の遊覧をお楽しみいただけます。また、津軽
ダム内部の見学会も同時にできるスペシャルツアーも行っております。（要予約）詳しくは (一財)ブ
ナの里 白神公社津軽白神ツアーへお問い合わせください。

津軽ダム

3３

津軽ダムは2017年度グッドデザイン賞（主催：公益
財団法人日本デザイン振興会）を受賞しました。津軽ダ
ムの景観デザインは、「白神の自然と人が出会う新しい
風景づくり」を基本理念に、ダム本体のみならず、ダム
湖周辺の関連施設に至るまで、一貫したデザインとする
ことで、ダム施設群と自然環境とが調和する、白神山地
の来訪者を出迎えるのにふさわしい新しい風景を創出し
たことが高く評価されたものと思われます。

東北地方整備局では初となる今回の受賞を契機に、周
辺地域活性化のため、地元自治体等と連携を図りダムツ
ーリズムの推進に努めてまいります。

津軽ダムがグッドデザイン賞 ～直轄のダムとしては全国初～

グッドデザイン賞受賞

水陸両用バスとダム見学が一緒になった
ダムレイクツアーSpecialの募集チラシ

ニシメヤ・ダムレイクツアー Special

ダム湖上を進む水陸両用バス

スペシャルツアーの見学会の様子
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岩木川ダム統合管理事務所

ダムカードを活用した地域活性化の取組み

津軽ダム ダムカード配布 都道府県別ランキング

令和４年度配布ダムカードの都道府県別来訪者数と月別配布枚数

計５，７８８人

(人)

(人)

(68.5%)

青森県 1,565人

令和４年度において、津軽ダム ダムカードは５，７８８枚を配布。
このうち、青森県内在住者 約３，７３３枚 ６４．５％

東北圏７県在住者 約４，２０６枚 ７２．７％
最遠方者は、沖縄県から１２名 国外から１５名。

令和５年３月３１日現在

令和5年3月31日現在

令和5年3月31日現在

(64.5%)

青森県 3,733人

浅瀬石川ダム ダムカード配布 都道府県別ランキング

1 位 青森県 11 位 大阪府 21 位 国外 滋賀県 徳島県

2 位 東京都 12 位 愛知県 22 位 沖縄県 大分県 佐賀県

3 位 宮城県 13 位 山形県 岐阜県 石川県 鳥取県

4 位 埼玉県 茨城県 三重県 山口県 岡山県

5 位 秋田県 新潟県 25 位 長野県 愛媛県 高知県

6 位 神奈川県 16 位 群馬県 福岡県 富山県 長崎県

7 位 岩手県 17 位 福島県 熊本県 広島県 宮崎県

8 位 北海道 静岡県 28 位 奈良県 香川県 鹿児島県

9 位 千葉県 京都府 29 位 福井県 和歌山県

10 位 兵庫県 20 位 栃木県 30 位 山梨県 島根県

39 位

43 位

18 位

23 位

26 位

30 位

33 位

36 位

39 位

14 位

268

711

468

919

626

984 1,060

344

71 49 83
205
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「居森平地区」から

地域活性化への取り組み

店舗の名称
記念ダムカード提示
によるサービス内容

○落合温泉 かねさだ旅館
（浅瀬石川ダム）

入浴料100円引き

○ランプの宿 青荷温泉
（浅瀬石川ダム）

入浴料100円引き

○須藤善石油 温湯SS
（浅瀬石川ダム）

ガソリン20㍑以上給油で
ボックスティッシュ1箱

○ドライブイン西十和田

（浅瀬石川ダム）
お食事1品 100円引き

○しらかみの湯（白神館）

（津軽ダム）
入浴料100円引き

○道の駅『津軽白神』
（津軽ダム）

レストラン 日替わりで1品
ワンコイン（500円）

○白神焙煎舎
(道の駅津軽白神内) （津軽ダム）

ホットコーヒーとアイス
コーヒー各50円

○BUNACO CAFE
（津軽ダム）

お食事10％割引

管理する浅瀬石川ダム及び津軽ダムを対象とし、ダムへの理解をより深めていただくとともに地
域活性化に貢献することを目的に期間限定で「記念ダムカード」を各ダム1000枚配布し、「記念ダ

ムカード」提示による連携店舗でのサービス提供を実施しました。この取り組みは、令和元年７月
と令和２年２月、令和３年２月の３回実施しております。

【連携店舗サービスの一例】

◆記念ダムカード配布期間
令和3年1月29日（金）～令和3年2月28日（日）
※_記念ダムカードがなくなり次第終了

◆連携店舗でのサービス提供期間
令和3年1月29日（金）～令和3年2月28日（日）

◆企画概要
①浅瀬石川ダム記念ダムカードを浅瀬石川ダム資料館で配布
②津軽ダム記念ダムカードを岩木川ダム統合管理事務所で配布
③各々の記念ダムカードを提示することで連携店舗が定めたサ

ービスを受けることが可能
◆実施主体

黒石市・西目屋村・西十和田旅館組合・西目屋村商工会
黒石観光協会・岩木川ダム統合管理事務所

【記念カード配布による取組内容】

配布した記念ダムカード※現在は配布終了

ＦＮＡＷＩＰ

第１弾（令和元年 夏） 第２弾（令和２年 冬） 第３弾（令和３年 冬）

岩木川ダム統合管理事務所
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ダム周辺の見どころＭＡＰ
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広報メニュー

津軽地方に伝承されている昔話を事務所ホームページに絵本形式で公表しています。

岩木川ダム統合管理事務所

つがるの昔っこ（昔話）
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岩木川ダムメール



アクセスマップ

３９

【浅瀬石川ダム】

【令和５年度事業費（当初）】 ◆ ６７０．０百万円

（対前年度比１．０９：業務取扱費を除く）

【主な工事】・ダム維持

【主な業務・調査】・ダム湖の水質モニタリング

・流量観測 ・自然環境調査 ・貯水池堆砂測量

・水文データ、水質、堤体観測

【津軽ダム】

【令和５年度事業費（当初）】 ◆ ５３６．１百万円

（対前年度比０．８７：業務取扱費を除く）

【主な工事】・ダム維持

【主な業務・調査】・ダム湖の水質モニタリング

・流量観測 ・自然環境調査

・水文データ、水質、堤体観測

・貯水池堆砂測量

岩木川ダム統合管理事務所
（浅瀬石川ダム・津軽ダム）

国土交通省 東北地方整備局

〒036-1422
青森県中津軽郡西目屋村大字居森平字寒沢138-2
TEL 0172-85-3035 FAX 0172-85-3061

津軽ダムイメージキャラクター

ペッカーくんURL https://www.thr.mlit.go.jp/iwakito/

浅瀬石川ダム管理支所

国土交通省 東北地方整備局

〒036-0404 青森県黒石市大字板留字杉の沢２
TEL 0172-54-8782 FAX 0172-54-8785

URL https:// www.thr.mlit.go.jp/iwakito/ 

組織図

事業費

浅瀬石川ダムイメージキャラクター

あっちゃんとパパ

岩木川ダム統合管理事務所（津軽ダム）へのアクセス

■東北自動車道大鰐弘前ＩＣから約60分
■青森空港から約80分
■弘前市街から約40分
■西目屋村役場・道の駅津軽白神から車で約10分

■東北自動車道黒石ICから約15分
■黒石市街から約20分
■青森市から高速道路を利用して約50分
■弘前市街から約40分
■黒石駅からバスで約30分（資料館前下車）

浅瀬石川ダム管理支所へのアクセス

浅瀬石川ダム管理支所

岩木川ダム統合管理事務所

管理支所


